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原材料を完成品に効率的に変換することは、今日の工場の壁を越えて、ビッグデータやモノのインターネット（IoT）など
の進歩が外部コラボレーションを可能にし、オペレーション革新を推進しているグローバルなバリューチェーンを見据える
ことを意味します。進化するビジネスプラクティスと絶えず変化する市場に対応するために、メーカーは調達、プロジェク
ト管理、運用、販売、その他の日常業務をサポートするだけでなく、ビジネスの要求に応じていつでもどこでも簡単にシフ
トできる柔軟性を提供するエンタープライズリソースプランニング（ERP）システムを必要としています。

最新のERPシステムは、人工知能（AI）と経験主導型の性質を反映するだけでなく、クラウドベースのデジタルビジネスで
重要な役割を果たすことから、デジタルオペレーションプラットフォーム（DOP） と呼ぶ方が適切かもしれません。適切
なデジタルオペレーションプラットフォームは、メーカーがビジネスに影響を与える外部要因に迅速に対応できるようにす
るとともに、競争上の優位性を維持するのに役立つオペレーション革新を導入するためのアジリティを提供します。

最新のERPシステムを選択する場合、メーカーは以下の基準を考慮する必要があります。

業界およびビジネスプロセスの深さ

今日の製造作業は複雑で、物事を円滑に進めるには、社内外の包括的なエコシステムが必要です。ERPシステムを選択する
際、メーカーは、財務や戦略計画から作業現場管理、品質管理、スケジューリングまで、完全な製造作業を管理するために
構築されていることを確認しなければなりません。さらに、ERPシステムは、製造業特有のニーズを満たすように設計する
必要があります。これは、醸造企業では、タンクスケジューリングの組み込み、米国の航空宇宙および防衛メーカーでは、
連邦政府のセキュリティコンプライアンスの準拠を意味するといえます。最新のERPシステムは、新しいサービスの追加や
世界中での新たなオペレーションの開始など、メーカーの展開に合わせて拡張できる柔軟なクラウドベースのシステムであ
る必要があります。
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最新のERPシステムは、製造作業を可能にするだけでなく、テクノ
ロジーも活用しています。これは、ビジネス分析、エンタープライ
ズ資産管理（EAM）、さらには商用ネットワークの組み込みなどの
機能を備えたビジネスエコシステムの統一的な基盤として機能する
必要があります。メーカーの特定のニーズに応じて、ERPシステム
は、製品ライフサイクル管理（PLM）、Human Capital 
Management（HCM）、製品構成ツールなど、他のより専門的なア
プリケーションとシームレスに統合できる必要があります。

メーカーは、特有の業界および運用上のニーズに対応する補完的な
アプリケーションを使用して、ERPシステムを中心に完全なデジタ
ル運用プラットフォームを簡単に構成できる必要があります。理想
的には、業界固有の機能をERPシステムに直接組み込み、メーカー
がビジネスで本当に比類のない特定の主要プロセスに集中できるよ
うにする必要があります。最新のERPシステムはカスタマイズでは
なく構成に依存しているため、メーカーはコーディングの必要なく
継続的なクラウドアップグレードの恩恵を受けることができ、ビジ
ネスニーズの変化に合わせて、将来の柔軟性を確保することができ
ます。

複雑なワークフローのサポート

適切なERPシステムは、メーカーが競争上の優位性とビジネスアプ
ローチを維持するのに役立ちます。プラットフォームは、メーカー
独自のビジネス要件とワークフローに合わせたエンタープライズ機
能の急速な開発に対応できる必要があります。最新のERPシステム
は、メーカーが独自のアプリケーションやモバイルアプリを構築
し、メーカー固有のビジネスニーズに合わせて組み込まれた独自の
ワークフローを自動化できる拡張性をサポートする必要がありま
す。

最新のERPシステムは直感的で使いやすく、ソフトウェアを拡張す
るために複雑なソースコードやプログラミング言語にユーザーが豊
富な知識を必要としないものであるべきです。更新またはアップグ
レードが展開された場合でも、システムの拡張が引き続き機能する
ことが重要です。そして、今日のワークフォースはモバイルである
ため、ERPシステムはデスクトップ、タブレット、スマートフォン
を介して使用するために最適化する必要があります。
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セキュリティとリスク管理

ERPシステムの選択は、データセキュリティに対する包括
的なアプローチを確実にサポートすることを含みます。セ
キュリティを優先する環境を醸成することで、メーカーは
有害なサイバー攻撃を最小限に抑え、場合によっては防止
することができます。より安全な技術インフラストラク
チャへの道筋を導くことができる原則と実施項目をいくつ
かご紹介します。

• 安全なクラウドフレームワークを採用—メーカーは、
ISO 27001、ITAR、FedRAMPなどの認定規格への準拠が
認められたフレームワーク内に、可能な限り多くのコン
ピューティング機能を配置する必要があります。一流の
クラウドインフラストラクチャプロバイダーは通常、こ
れらの基準を遵守し、新しく進化するセキュリティ標準
に引き続き準拠するための継続的なプロセスを維持し
ます。

• 現行の業界およびテクノロジーのセキュリティ基準に従
う—FDAの規制やHIPAAやITARなどの基準に従い、特定
の業界にとって重要な種類の情報に関するセキュリティ
を最適化するように設計されています。効果的なセキュ
リティを実現するには、メーカーとそのクラウドインフ
ラストラクチャプロバイダーの両方が、製造業と特定の
ビジネスプラクティスに関連するセキュリティ基準を満
たす必要があります。

• コンプライアンス検証サービスを利用する—規制やセキ
ュリティのコンプライアンスの評価を専門とする第三者
コンサルタントは、適切なセキュリティへの取り組み
が、メーカーを適切な状態に保つように、有益で公平な
評価を提供することができます。



柔軟なアプリケーション環境

オンプレミス、クラウド、またはその両方でも、アプリケーション
がどこに展開されているかに関係なく、データにアクセスし、ビジ
ネスプロセスをシームレスに実行できるERPシステムを探してくだ
さい。メーカーが、廃止を見合わせている、または廃止できない既
存のアプリケーションを持っている場合、ERPシステムが第三者の
アプリケーションであるか、同じベンダーからのものであるかにか
かわらず、それらとうまく統合し、実行できることが非常に重要で
す。ERPシステムは、複雑になりがちなアプリケーションを連携さ
せ、情報のサイロ化を排除する柔軟性を備える必要があります。
ERPシステムをアップグレード、交換、または故障しても、ネット
ワーク全体をダウンさせないことが極めて重要です。

サプライヤーおよび顧客のエコシステムとのコラボレー
ション

メーカーが選択するERPシステムは、企業の枠を超え、顧客、サプ
ライヤー、パートナーアプリケーションを含む完全なテクノロジー
エコシステムを接続することができる必要があります。メーカー
は、これらのエコシステム内で、優先順位の設定、サプライチェー
ン戦略の計画と実行、市場や顧客の要件の変化に迅速に適応しなが
ら段階的な改善の推進、財務的成果に留意しながら需要の変化と供
給の変化を結びつけるなど、多くの主要な責任を負っています。す
べてのステークホルダー間のシームレスなコミュニケーションを実
現することで、ERPシステムは生産性の向上、効率的な意思決定、
エラーの低減、顧客満足度の向上を可能にできます。一方、レガ
シーERPシステムは、多くの場合、非構造化コミュニケーションの
環境を作り出し、サプライヤーと顧客のエコシステム間の混乱やコ
ラボレーションの欠如を引き起こします。

データ分析とAIのためのデータ接続

多くの組織は、ファイル、スプレッドシート、データベース、クラ
ウドベースのアプリケーションなど、複数の場所にデータを持って
います。データは、今日のデジタルビジネスの世界において、最も
価値のある単一の資産であると考えられています。アプリケーショ
ンのサイロ間でデータを接続し、そのままの形式で取り込むこと
で、多くの新しい、異なる、さらには予期しない用途に再利用でき
るのです。メーカーは、オペレーションの改善、より多くの顧客へ
のアプローチ、革新的な製品やサービスの創出など、データを競争
上の優位性に変える機会があります。

最新のERPシステムは、メーカーがデータ主導型の意思決定の文化
を醸成する大きな可能性を提供します。これにより、異種のアプリ
ケーション、人、IoTインフラストラクチャによって生成された
データを取得、保存、分析することができます。機械学習とAI を組
み合わせることで、メーカーは大量のデータを分析して、パターン
を発見し、リアルタイムの需要を検知して対応し、収益性の高い機
会を特定し、高い精度で提案を行うことができます。AIは、メーカ
ーがサプライチェーン、販売、製造プロセスを最適化するだけでな
く、成長への新しい機会と道筋を見出すための新しいアプローチを
採用する手助けとなる可能性があります。

将来を見越して設計された拡張性とスケーラビリティ

革新的な新しいビジネスモデルは、多くの市場を混乱させていま
す。場合によっては、テクノロジーがこれらのイノベーションを推
進しています。しかし、ほとんどの場合、メーカーはこれらの新し
いビジネス手法をサポートするテクノロジーを求めています。
クラウド は柔軟なプラットフォームを提供し、メーカーは継続的な
デジタル変革に従事して、ビジネスの成長、差別化、およびビジネ
スモデルとプロセスを変革するアジリティをサポートできます。

「従来の」ビジネス手法では、組織のIT部門は既存のインフラスト
ラクチャとオンプレミスソリューションの維持に重点を置いていま
した。その結果、ITリソースでは、防御的な運用を余儀なくされ、
稼働を維持するだけでも大変な労力を要することが多くありまし
た。ITでは、基本的なことに適切に対処しようと常に苦労してお
り、多くの場合、ビジネスの変化を促進し、近代化するために、
組織のより戦略的なイニシアチブをサポートする には手薄になって
います。メーカーは、「従来の」堅固でモノリシックなアプリケー
ションを、アジリティ、コンフィグレーション、拡張性、相互運用
性を備えた最新のコンポーネントベースのソリューションに変換す
る必要があります。

最新のクラウドベースのERPは、ビジネスに新たな機会をもたらす
ことができ、価値の高い拡張アプリケーションから業界主導のソ
リューションまで、幅広い革新的なテクノロジーをより簡単かつコ
スト効率良く活用できます。拡張性機能を活用することで、メー
カーは、コードの変更を一度も行うことなく、ERPシステムの能力
を設計されたもの以上に拡張できます。

また、クラウドベースのERPにより、メーカーはリソースとコン
ピューティング処理能力を容易に拡張し、進化するビジネスニーズ
に効果的に合わせることができます。重要なビジネスアプリケー
ションをクラウドで運用することで、メーカーは最新のエンタープ
ライズ機能を提供する自動アップグレードをシームレスに体験でき
ます。
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アジリティのためのデジタル基盤を得る

現代では、メーカーにアジリティが求められます。ソーシャルネッ
トワーキング、モバイル機器などの即時通信手段は、すべてが世界
規模であるため、情報が文字通り光の速さで伝わります。今日の
メーカーは、市場の急激な変化、顧客の予期しない要求、サプライ
チェーンの混乱など、ビジネスに影響を与える可能性のあるあらゆ
る問題に迅速に対応できなければなりません。

テクノロジーはこのような課題を加速させるだけでなく、メーカー
が迅速かつ適切に対応するための手段も提供します。最新のクラウ
ドベースのERPシステムは、特定の業界やビジネスプロセス、ワー
クフロー、ビジネスを定義する複雑なアプリケーション環境をサ
ポートできます。シームレスな統合と拡張性、社内外のコラボレー
ション、高度なデータ分析のサポートにより、メーカーはこれらの
課題に対応するだけでなく、関連データへの即時アクセスとリアル
タイムの通信機能によって、メーカーはさらに一歩前進し、競合他
社よりも迅速に対応できるようにすることで、これらの課題をチャ
ンスに変えることさえできます。

また、最新のクラウドベースのERPシステムは、ビジネスの成長に
合わせて容易に変革できるアジリティを備えたデジタル基盤を構築
できます。ビジネスの進化は避けらないものです。適切なERPシス
テムを選択することで、メーカーのビジネスシステムとプロセスが
進化し、明日が待ち構えるものが何であれ対処できます。
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選定プロセス中にERPベンダーに尋ねる10の質問

1. 貴社のソフトウェアを使用することで、弊社のビジネ
スはどのくらいの期間で稼働できますか？

2. ソフトウェアのコーディングやカスタマイズに大きく
依存することなく、ビジネス特有のニーズをどのよう
に設定できますか？

3. モバイル機器からどのような機能や性能にアクセスで
きますか？

4. システムアーキテクチャは第三者のアプリケーション
とどのように統合されますか？

5. 貴社のソフトウェアは、社内外のステークホルダーと
のシームレスなコラボレーションをどのように実現し
ていますか？

6. 導入と実装をサポートするには、どのようなサービス
を利用できますか？

7. 貴社が提供するAI機能は、弊社の業務にどのように役
立ちますか？

8. 貴社のソフトウェアは、どのような業界固有の機能を
提供していますか？

9. 貴社のクラウドプラットフォームは、データをどのよ
うに安全に保ちますか？

10. どの業界固有のセキュリティ基準に準拠しています
か？
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